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Sullivan の 空間の rationalization [1] の non-nilpotent な情報を含む
ような類似物として、Bousfield, Kan の fiberwise rationalization [2] が
ありましたが，最近では Toën の schematization [3, 4] と Pridham の
pro-algebraic homotopy type [5] が提唱されています．rationalization が
Q-係数ホモロジー同型に関する局所化であるのに対して，これらは”全て
の finite rank Q-local system 係数のコホモロジーで同型を誘導する写像
に関する局所化”と考えられます。（実際には schematization (schematic
homotopy type) は higher stack として，pro-algebraic homotopy type
は simplicial affine group scheme として実現されます．また，これらは
同値であることが知られています．)
一方，de Rham algebra AdR(M) の類似物で non-nilpotent な情報を含
みそうなものとして，flat bundle のなす dg-category TdR(M) が考えら
れます．これは C∞-多様体 M に対して，

• 対象は M 上の finte rank flat bundle たち

• 射のなす complex は hom flat bundle 係数の de Rham complex

によって定まる dg-category です．また，AdR(M) のもう一つの類似物
として，O(πred

1 )-係数の de Rham algebra AdR(M,O(πred
1 )) がありま

す．ここで，πred
1 は M の基本群の pro-reductive completion で O(πred

1 )
はその関数環を left translation で M 上の flat bundle と見なしたも
のです．AdR(M,O(πred

1 )) は π1-equivariant dg-algebra の構造を持ちま
す．TdR(M), AdR(M,O(πred

1 )) は多様体に対してしか定義できませんが，
polynomial differential formと flat bundleの代わりに Q-local systemを
使うことによって一般の simplicial set に対して Q 上で対応物を定義する
ことができます．この講演では，

• TdR(M) と AdR(M,O(πred
1 )) が互いを復元すること．(ただし，一

般にはこれは空間の射に関して自然な対応ではない)
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• この対応を使うと AdR(M,O(πred
1 )) の minimal model が元の (

nilpotent とは限らない) 空間 M の代数トポロジーの情報 (有理
ホモトピー群，Postnikov tower の k-invariant ，基本群の有理ホモ
トピー群への作用)をどのように encode しているかがわかること．

• schematic homotopy typeたちのなす圏とある種の構造 (closed ten-
sor structure) を持った dg-category たちのなすホモトピー圏 (の部
分圏)の同値，構成 M 7→ TdR(M) が schematization と同値である
こと．

についてはなせるところまで話します．これらの結果のうち基本群が有限
群の場合については [6] に書いてあります．
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